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と
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一
、
は
じ
め
に

国
語
を
下
敷
き
と
し
て
漢
文
（
変
体
漢
文
）
を
書
き
表
そ
う
と
す
る
時
に
直
面
す
る
難
点
に
、
漢
文
と
い
う
書
記
体
で
は
表
現
し
に
く
い
国

語
の
言
語
要
素
、
例
え
ば
付
属
形
式
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
も
の
を
ど
の
よ
う
に
し
て
表
現
・
表
記
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

変
体
漢
文
史
の
事
実
上
最
後
の
到
達
点
と
な
っ
た
近
世
の
変
体
漢
文
体
文
書
（
以
下
単
に
漢
文
文
書
と
い
う
）
　
の
文
体
、
即
ち
候
文
で
そ
の

こ
と
を
観
察
す
る
と
、
助
動
詞
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
漢
字
（
正
訓
字
及
び
宛
字
）
に
よ
っ
て
表
現
し
う
る
必
要
最
小
限
の
も
の
に
絞
り
込
む

と
い
う
こ
と
を
為
し
、
一
方
、
助
詞
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
こ
れ
を
明
示
す
る
方
向
で
表
記
の
定
型
化
を
達
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
近
世
（1）

の
候
文
資
料
の
う
ち
で
規
範
性
・
尚
古
性
の
志
向
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
一
つ
に
、
文
書
様
式
集
・
書
簡
文
例
集
の
類
が
あ
る
が
、



そ
う
い
㍑
摘
録
鍔
絹
は
紹
㍑
詣
諸
鐙
粍
鰻
纏
鰭
る
。
み
ぎ
こ
の
は
う
－
と
。
を
き
て
か
た
ふ
ん
し
っ
あ
い
だ
か
さ
ね
ド
て
か
た

・
何
之
年
何
之
月
二
銀
子
何
貫
目
其
方
へ
預
ケ
置
候
虞
、
只
今
御
渡
情
話
取
申
候
、
右
此
方
蒜
置
候
手
形
紛
失
申
間
、
重
而
手
形

た

づ

ね

い

だ

し

　

1

－

べ

き

た

る

ほ

う

ご

　

も

の

な

り

　

　

　

　

　

　

　

（

2

）

尋
出
候
共
、
可
レ
夢
一
反
古
着
也
、
（
『
萬
案
紙
手
形
鑑
』
上
六
ウ
・
元
禄
六
〈
一
六
九
三
〉
）

ま
し
て
や
、
実
際
の
文
書
資
料
で
は
、
助
詞
は
黄
早
そ
の
読
解
行
為
の
段
階
龍
任
さ
れ
て
「
補
読
」
さ
れ
る
も
の
な
ど
で
は
な
く
、
書
記

行
為
の
段
階
で
ほ
ぼ
完
全
に
明
示
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
っ
て
良
い
状
態
に
ま
で
至
っ
て
い
た
。
例
え
ば
次
の
例
を
読
み
下
し
て
も
、
全
く

助
詞
の
補
読
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

，
前
々
引
江
川
田
掛
来
り
候
四
手
綱
オ
儀
司
落
札
相
済
候
日
割
向
後
掛
候
事
、

烏
相
止
申
筈
⇒
相
定
申
候
、
（
近
1
8
6
二
享
保
九
八
一

七
二
四
）
）

（3）

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
候
文
に
見
ら
れ
る
助
詞
表
記
－
特
に
；
日
節
助
詞
に
限
る
ー
を
、

の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、
一
回
的
乃
至
非
定
型
的
な
助
詞
表
記
は
含
め
て
い
な
い
。

も
の
、
強
く
定
型
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

I
・
正
訓
字
的
な
表
記

そ
の
書
記
上
の
性
質
か
ら
分
類
す
る
な
ら
ば
、
次

い
ず
れ
も
、
候
文
資
料
の
中
で
特
に
多
く
見
え
る

・
大
書
（
行
央
書
き
）
す
る
も
の

・
宣
命
書
（
右
寄
せ
小
書
き
）
す
る
も
の

H
・
仮
名
に
よ
る
表
記

・
大
書
す
る
も
の

…
之
八
の
）
、
者
八
は
・
ば
）
、
欺
八
か
）
、
哉
八
や
）

…
　
与
八
と
）
、
而
（
て
）

（4）

…
を
、
の
、
と
、
も
、
て
、
ハ
八
は
・
ば
）
、
へ
、
ニ
八
に
）
、
茂
八
も
）

・
宣
命
書
す
る
も
の

こ
こ
に
挙
げ
た
H
の
内
、

…
　
江
八
へ
）

「
茂
」
と
「
江
」
は
、
仮
名
と
い
う
よ
り
宛
字
と
い
っ
た
方
が
、
当
時
の
文
字
意
識
に
照
ら
し
て
は
正
し
い
か
も

知
れ
な
い
。
こ
の
二
字
は
、
近
世
期
の
他
の
類
の
資
料
で
は
仮
名
字
体
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
で

漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
の
変
遷
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あ
る
。
「
茂
」
は
全
て
の
時
代
を
通
じ
て
も
平
仮
名
の
字
母
と
し
て
普
通
で
は
な
い
。
「
江
」
は
中
世
仮
名
文
書
の
平
仮
名
体
系
に
於
い
て
エ

の
仮
名
の
頻
用
の
字
母
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
で
、
故
に
平
仮
名
書
い
ろ
は
歌
に
も
採
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
各
務
支
考
『
仮
名
遣
捷
径
』

＊

（
享
和
元
八
一
八
〇
一
）
刊
）
に
、
「
江
は
本
来
衣
な
る
べ
く
、
江
の
字
に
て
は
あ
ら
ざ
め
り
。
其
故
は
い
ろ
は
の
手
本
に
習
ふ
の
み
に
て
あ

ら
ゆ
る
寄
書
に
衣
の
字
を
苦
り
」
（
字
の
右
傍
の
＊
は
そ
れ
を
草
体
化
し
た
仮
名
字
体
を
示
す
。
以
下
同
）
と
あ
る
の
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
近
世
で
は
実
際
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
な
り
、
平
仮
名
字
体
で
あ
る
と
い
う
認
定
に
大
き
な
留
保
　
－
　
い
ろ
は
歌
の
場
合
に

の
み
用
い
ら
れ
る
－
－
1
が
必
要
で
あ
っ
た
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
助
詞
表
記
に
は
、
文
例
集
の
類
で
振
り
仮
名
の
振
ら
れ
た
例
も
あ
り
、
少
な

く
と
も
平
仮
名
ら
し
さ
に
十
全
で
な
い
点
の
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

せ
が
れ
を
い
ど
も
へ
ひ
と
と
を
り
こ
し
ら
へ
つ
か
は
し

・
悸
甥
共
田
一
通
　
辞
　
遣
候
間
、
≡
代
書
用
』
一
九
一
ウ
ニ
享
保
一
五
八
一
七
三
〇
）
）

い

ら

ん

さ

ま

た

け

　

ぎ

は

す

こ

し

h

P

l

な

く

ご

ぎ

・
違
乱
妨
申
儀
老
少
茂
無
二
御
座
一
候
、
（
『
萬
案
紙
手
形
鑑
』
上
一
七
ウ
）

以
下
で
は
、
そ
う
い
う
も
の
を
も
含
む
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
「
仮
名
（
に
よ
る
）
表
記
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（5）

そ
の
他
の
H
の
助
詞
表
記
法
は
い
ず
れ
も
平
仮
名
に
よ
る
も
の
と
見
て
良
い
。

こ
う
し
た
、
漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
表
記
法
体
系
の
成
立
の
経
緯
を
探
る
こ
と
は
、
変
体
漢
文
書
記
の
史
的
変
化
原
理
の
全
体
像
を
解

明
す
る
上
で
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
重
要
な
一
部
分
で
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。
漢
文
和
化
の
方
法
は
、
①
漢
文
が
本
来
的
に
持
つ
要
素

の
国
語
化
、
②
国
語
的
要
素
の
混
入
、
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
述
の
助
詞
表
記
法
の
う
ち
、
I
の
、
正
訓
字
的
な
も

の
に
よ
る
助
詞
表
記
法
の
変
遷
は
、
①
の
漢
文
要
素
の
国
語
化
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
示
唆
を
与
え
る
材
料
で
あ
る
も
の
を
多
く
含
む
。

例
え
ば
、
「
与
」
字
は
正
格
の
漢
文
で
は
前
置
詞
的
な
辞
で
、
従
っ
て
後
置
詞
で
あ
る
国
語
の
助
詞
「
と
」
に
よ
っ
て
訓
読
す
る
と
き
は
「
A

（
と
）
B
与
ハ
ト
）
」
の
よ
う
に
前
項
に
も
「
と
」
を
補
読
し
て
「
と
」
助
詞
を
繰
り
返
す
と
い
う
手
続
き
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
変

体
漢
文
体
で
は
、
こ
の
字
を
後
置
詞
化
し
、
ま
た
引
用
な
ど
の
場
面
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
国
語
助
詞
「
と
」
と
等
価
の
も
の
と

な
っ
た
　
（
下
に
示
す
百
ヲ
1
1
6
の
例
も
参
照
）
。



・
此
五
兵
衛
朝
申
者
、
憶
成
者
御
座
候
二
付
、
我
々
人
主
請
人
二
罷
立
、
（
近
聖
文
化
一
二
〈
一
八
一
五
〉
）

或
い
は
「
而
」
字
に
関
し
て
、
中
世
文
書
ま
で
は

，
瑚
依
有
要
用
、
銭
文
武
貫
式
倍
文
二
、
限
永
代
、
紀
末
弘
。
責
渡
事
賓
也
、
（
鎌
聖
寛
元
二
八
三
四
四
〉
）

と
い
う
よ
う
な
接
続
詞
的
用
法
を
持
っ
て
い
た
も
の
が
、
近
世
文
書
で
は

・
烏
後
日
仕
入
借
用
讃
文
、
仇
而
l
如
件
、
（
近
用
・
天
保
九
八
一
八
三
八
）
）

・
宮
村
平
蔵
儀
、
所
々
身
代
金
返
済
成
兼
、
其
上
富
借
等
御
座
候
可
埼
明
ケ
候
儀
難
成
、
（
近
聖
宝
暦
一
二
〈
一
七
六
二
〉
）

の
よ
う
に
、
動
詞
に
後
接
し
た
用
法
の
み
に
限
定
さ
れ
て
、
助
詞
「
て
」
と
等
価
の
も
の
と
な
っ
た
よ
う
な
事
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
究
す
べ
き
点
が
多
々
あ
り
、
本
稿
に
於
い
て
詳
し
く
触
れ
る
余
裕
を
持
た
な
い
。
後
考
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

一
方
H
の
、
助
詞
の
仮
名
表
記
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
先
の
②
に
関
わ
る
所
で
あ
る
。
そ
の
、
候
文
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
の
う
ち
、

＊

共
時
的
に
も
適
時
的
に
も
、
と
り
わ
け
候
文
に
特
徴
的
で
あ
る
と
い
っ
て
良
い
の
は
、
宣
命
書
の
「
江
」
字
に
よ
る
助
詞
「
へ
」
の
表
記
で

あ
る
。
そ
う
言
い
う
る
の
は
、
次
の
三
点
に
よ
る
。

a
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
近
世
の
仮
名
文
・
仮
名
交
じ
り
文
資
料
の
中
で
は
通
常
、
助
詞
「
へ
」
を
表
記
す
る
も
の
と
し
て
使
用
さ

れ
な
い
字
体
で
あ
る
こ
と
。

b
、
に
も
拘
わ
ら
ず
、
近
世
の
漢
文
文
書
資
料
で
は
定
型
化
し
た
表
記
で
あ
り
、
多
用
さ
れ
る
こ
と
。

C
、
文
書
資
料
で
あ
っ
て
も
、
中
古
や
中
世
の
あ
る
時
期
ま
で
の
文
書
資
料
の
助
詞
衷
記
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

C
に
関
し
て
補
足
す
る
と
、
中
世
の
漢
文
文
書
の
助
詞
表
記
で
特
徴
的
な
の
は
、
万
葉
仮
名
「
仁
」
字
の
宣
命
書
に
よ
る
助
詞
「
に
」
表

記
で
あ
る
。
中
世
文
書
は
、
近
世
文
書
に
比
べ
て
助
詞
を
明
示
す
る
こ
と
が
少
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
は
「
仁
」
字
の
用
例
が

特
に
目
立
つ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
逆
に
、
こ
の
「
仁
」
字
に
よ
る
助
詞
表
記
は
近
世
文
書
で
は
全
く
用
い
ら
れ
な
い
。

即
ち
、
漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
の
変
遷
は
、
単
に
用
例
数
の
増
加
や
新
た
な
表
記
法
の
追
加
と
い
う
量
的
な
面
で
の
単
純

漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
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な
変
化
と
し
て
は
必
ず
し
も
捉
え
切
れ
な
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
間
に
は
、
古
い
表
記
法
が
新
し
い
表
記
法
に
推
移
し
て
い
く
と
い

う
表
記
法
の
質
に
関
わ
る
変
化
も
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
象
の
一
つ
と
し
て
、
宣
命
書
の
「
仁
」
字
は
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ

＊

う
に
現
れ
て
、
消
え
て
い
き
、
「
江
」
字
は
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
う
い
っ
た
理
由
で
要
請
さ
れ
て
き
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
漢
文
文

書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
の
あ
り
方
の
全
体
像
を
見
据
え
つ
つ
、
特
に
そ
の
点
に
着
目
し
て
、
変
体
漢
文
史
の
一
面
を
爽
り
出
し
て
み

た
い
。な
お
、
本
稿
の
資
料
は
、
主
と
し
て
平
安
・
鎌
倉
期
文
書
に
つ
い
て
は
『
平
安
遺
文
』
及
び
『
鎌
倉
遺
文
』
　
に
仰
ぎ
、
用
例
の
所
在
は
略

称
「
平
」
「
鎌
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
番
号
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
平
安
・
鎌
倉
期
文
書
の
若
干
と
南
北
朝
・
室
町
時
代
文
書

に
つ
い
て
は
東
寺
百
合
文
書
・
東
大
寺
文
書
（
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
焼
付
写
真
）
を
資
料
と
し
、
略
称
「
百
」
「
東
」
の
下
に
そ

の
文
書
番
号
を
示
す
。
当
該
文
書
が
正
文
の
場
合
に
は
特
に
注
記
し
な
い
が
、
案
文
の
場
合
そ
の
旨
を
明
記
す
る
。
近
世
文
書
に
つ
い
て
は

荒
居
英
次
氏
編
『
近
世
の
古
文
書
』
　
（
小
宮
山
出
版
二
九
六
九
）
所
収
の
文
書
を
用
い
、
略
称
「
近
」
と
そ
の
頁
数
に
よ
っ
て
所
在
を
示
す
こ

と
と
す
る
。

二
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記

ま
ず
、
漢
文
文
書
に
於
い
て
一
般
に
助
詞
の
仮
名
表
記
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
の
か
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

特
に
助
詞
表
記
に
着
目
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
平
安
末
期
・
中
世
文
書
に
於
け
る
平
仮
名
・
片
仮
名
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
・
古

文
書
学
の
方
面
か
ら
、
網
野
善
彦
氏
が
片
仮
名
と
平
仮
名
の
機
能
の
違
い
や
文
書
の
形
式
に
よ
る
仮
名
使
用
の
相
違
な
ど
に
関
す
る
知
見
を

（6）

交
え
な
が
ら
詳
し
く
纏
め
て
お
ら
れ
、
大
い
に
参
考
に
な
る
。
そ
れ
を
利
用
し
っ
つ
、
万
葉
仮
名
表
記
に
関
す
る
こ
と
や
特
に
助
詞
表
記
に

関
わ
る
こ
と
な
ど
を
補
い
な
が
ら
、
書
記
史
的
な
観
点
か
ら
捉
え
直
し
て
み
た
い
。

平
安
期
の
漢
文
文
書
で
の
助
詞
の
仮
名
表
記
に
関
し
て
は
、
助
詞
を
仮
名
に
よ
っ
て
明
示
し
た
文
書
そ
れ
自
体
が
鎌
倉
時
代
よ
り
も
更
に



稀
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
指
摘
で
き
る
が
、
そ
れ
が
行
わ
れ
る
場
合
、
基
本
的
に
宣
命
体
の
方
法
を
借
用
し
て
い
る
。
そ
の
実
例
か
ら
見
て
い

き
た
い
が
、
平
安
期
と
い
っ
て
も
二
0
世
紀
以
前
の
漢
文
文
書
資
料
に
は
助
詞
表
記
の
例
を
探
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
一
〇
世
紀
か
ら
一

二
世
紀
の
間
に
、
漢
文
体
文
書
に
宣
命
体
の
表
記
様
式
を
借
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
許
容
の
意
識
が
育
ま
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

・
右
、
事
発
叫
、
御
庄
住
人
紀
末
志
良
比
女
、
以
去
四
月
廿
二
日
童
到
、
同
住
人
笠
助
経
叫
私
宅
瑚
罷
入
司
、
両
面
瑚
抽
桂
一
領
鏡
一
面

等
盗
取
尋
那
賀
郡
年
老

－
母
刃
許
遡
髄
越
、
然
間
有
風
聞
、
相
尋
程
刺
、
件
女
母
刃
許
刺
臓
物
共
抑
有
、
而
礼
拐
封
馬
間
T
、
其
後
高
野
瑚

政
所
刺
雅
源
都
那
師
封
申
僧
瑚
許
罷
寵
は
、
因
之
本
処
蛸
尋
対
、
二
三
度
請
乞
ヨ
件
雅
源
大
師
之
御
威
到
募
申
対
、
件
盗
人
到
不
出
、

併
立
日
記
、
（
東
4
－
7
1
・
天
喜
六
八
一
〇
五
八
）
〔
平
塑
）

・
右
、
謹
検
案
内
、
元
者
錐
居
住
御
庄
之
内
、
更
以
二
分
之
田
島
到
不
領
知
、
然
而
可
依
可
令
勤
仕
在
家
門
並
之
所
役
、
上
件
徴
使
之

職
q
令
成
下
以
後
、
既
及
年
来
天

－
、
寅
本
家
御
後
見
琴
全
売
其
解
怠
、
云
何
俄
相
関
多
町
之
個
、
以
為
宗
る
公
事
足
、
武
元
顛
可
改

成
下
徴
使
之
職
哉
、
（
東
1
1
1
－
m
・
長
治
二
八
二
〇
五
）
〔
平
1

6
4
8
〕
・
案
）

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
助
動
詞
の
表
記
を
含
め
て
宣
命
書
を
多
く
交
え
る
が
、
全
体
的
に
は
漢
文
的
措
辞
も
多
く
、
所
謂
純
宣
命
体
と
は
言

え
な
い
。
や
は
り
漢
文
体
に
仮
名
に
よ
る
助
詞
等
の
表
記
が
混
じ
た
も
の
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
例
に
は
楷
書
体
に
近
い
万
葉
仮
名
に
よ
る
喜
節
助
詞
表
記
と
し
て
「
ホ
」
「
天
」
「
遽
」
「
乃
」
、
平
仮
名
的
な
も
の
と

し
て
「
は
」
「
を
」
「
か
」
「
と
」
「
ニ
」
、
片
仮
名
的
な
も
の
と
し
て
「
モ
」
が
見
え
る
。
こ
う
し
た
、
宣
命
書
に
於
け
る
異
な
る
性
格
の
仮
名

文
字
の
混
用
は
、
純
宣
命
体
の
文
書
で
も
同
様
に
観
察
さ
れ
る
。

・
右
事
費
吋
今
月
廿
五
日
瑚
夜
を

ー
以
対
、
北
郷
朝
男
火
災
出
来
刃
、
東
蔵
町
瑚
並
賛
蔵
焼
亡
q
先
北
賛
蔵
北
面
焼
之
問
∃
南
賓
蔵
旦
網

置
物
取
出
［
〓
］
（
百
の
1
・
長
保
二
八
一
〇
〇
〇
）
〔
平
4

0
4
〕
）

仮
名
体
系
の
う
ち
、
片
仮
名
は
兎
に
角
、
万
葉
仮
名
と
平
仮
名
と
は
崩
し
の
度
合
い
と
い
う
連
続
的
な
基
準
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
に
必
ず
し
も
明
瞭
な
一
線
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
を
万
葉
仮
名
と
平
仮
名
と
い
う
異

漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
の
変
遷
一
九
七
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な
る
仮
名
体
系
の
混
清
と
認
定
す
る
の
は
や
や
危
険
で
、
よ
り
厳
密
に
は
、
楷
書
体
に
近
い
も
の
、
草
体
化
し
た
も
の
、
省
画
化
し
た
も
の

の
、
三
種
の
仮
名
字
体
の
交
用
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
異
な
る
性
格
の
仮
名
字
体
は
場
面
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え

に
く
い
。
寧
ろ
、
ヲ
の
仮
名
の
場
合
に
は
草
体
の
「
を
」
、
テ
の
仮
名
の
場
合
に
は
楷
書
体
の
「
天
」
と
い
う
よ
う
に
、
音
節
毎
に
良
く
用
い

る
表
記
法
に
傾
向
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
平
安
時
代
後
末
期
の
文
書
に
於
け
る
三
種
の
仮
名
字
体
交
用
に
よ

る
宣
命
書
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
現
在
の
所
、
交
用
の
積
極
的
な
効
果
や
意
図
は
見
出
せ
な
い
。
楷
書
体
を
用
い
た
部
分
と
草
体
或
い

は
省
画
の
仮
名
を
用
い
た
部
分
と
の
間
に
、
表
記
機
能
上
の
有
意
差
を
認
め
が
た
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宣
命
書
に
於
け
る
複
数
の
仮
名
体
系
の
混
用
と
い
う
と
、
す
ぐ
想
起
さ
れ
る
資
料
に
高
山
寺
本
『
古
和
讃
集
』
　
（
永
久
四
八
一

（7）

二
六
）
頃
写
）
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
平
仮
名
・
片
仮
名
混
用
に
よ
る
宣
命
書
の
例
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
於
・
久
・
世
・
多
」
な

ど
万
葉
仮
名
的
と
認
定
し
う
る
字
体
も
複
数
認
め
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
上
に
挙
げ
た
文
書
資
料
群
の
宣
命
書
と
同
じ
表
記
法
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
そ
う
だ
が
、
勿
論
和
讃
と
文
書
と
で
は
資
料
の
質
が
大
き
く
異
な
る
し
、
ま
た
『
古
和
讃
集
』
　
の
宣
命
書
所
用
の
仮
名
は
多
く
の
音

節
で
複
数
の
字
体
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
文
書
の
場
合
と
は
状
態
を
異
に
す
る
こ
と
、
『
古
和
讃
集
』
で
万
葉
仮
名
的
と
認
定
で
き
る
字
体
が
漠

（8）

文
文
書
の
宣
命
書
で
良
く
用
い
ら
れ
る
万
葉
仮
名
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
な
ど
、
両
者
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
は
疑
問
も
多
く
残
る
。
今
は

両
者
の
表
記
方
式
は
異
な
る
性
格
の
も
の
と
し
て
お
く
ほ
う
が
適
切
な
態
度
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
後
平
安
後
期
・
院
政
期

の
宣
命
書
表
記
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
和
讃
・
講
式
様
の
資
料
だ
け
で
な
く
漠
文
体
の
も
の
を
含
め
た
文
書
資
料
を
も
併
せ
て
視
野
に
入

れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
期
待
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

さ
て
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
な
る
と
、
宣
命
書
助
詞
表
記
の
混
入
の
見
ら
れ
る
漢
文
文
書
が
よ
り
多
く
な
る
。
そ
の
中
で
、
平
安
末
期
以
降

文
書
以
外
の
世
界
で
も
隆
盛
し
た
片
仮
名
宣
命
体
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
、
片
仮
名
に
よ
る
も
の
が
勢
力
を
強
め
つ
つ
あ
る
。
網
野
氏
に
よ
れ

ば
片
仮
名
を
使
用
し
た
文
書
の
出
現
す
る
頻
度
は
一
二
世
紀
以
後
一
貫
し
て
1
～
2
％
程
度
で
推
移
す
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
と
宣
命
書
の
部

分
に
限
っ
て
い
う
な
ら
ば
、
片
仮
名
が
万
葉
仮
名
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
前
代
の
草
体
の
仮
名
を
侵
食
し
て
い
く
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。
草



体
の
仮
名
の
宣
命
書
は
次
第
に
見
出
し
に
く
く
な
り
、
万
葉
仮
名
に
よ
る
も
の
も
、
「
天
」
「
乃
」
「
仁
」
な
ど
二
部
の
頻
用
の
表
記
に
の
み
偏

っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
更
に
は
こ
の
中
か
ら
「
仁
」
の
み
が
漢
文
文
書
へ
の
定
着
の
度
を
強
め
て
行
く
訳
で
あ
る
。

・
仇
件
島
瑚
所
残
四
杖
謝
以
刃
、
舎
弟
恒
光
仁
l
所
賜
虞
分
也
、
（
鎌
聖
承
元
三
八
三
〇
九
）
）

・
右
、
件
水
田
元
者
、
坂
部
時
成
封
手
引
、
同
姉
子
利
得
虞
分
所
也
、
（
中
略
）
又
後
⇒
良
意
院
刈
手
引
、
源
節
子
⇒
靂
分
華
、
（
鎌
聖

寛
元
四
（
〓
一
四
六
）
）

こ
の
時
代
の
漢
文
文
書
の
宣
命
書
が
前
代
と
は
異
な
る
点
に
、
助
詞
の
仮
名
表
記
例
を
持
つ
文
書
を
平
均
す
る
と
、
一
文
書
当
た
り
の
宣

命
書
に
よ
る
助
詞
表
記
の
混
入
数
が
却
っ
て
平
安
時
代
よ
り
ず
っ
と
少
な
く
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
に
は
「
文
書
中
に
一
・
二
例
の

み
を
含
む
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
多
く
な
る
。
一
見
す
る
と
漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
表
記
に
と
っ
て
後
退
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
う

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
平
安
時
代
に
は
ま
だ
、
漠
文
体
へ
の
宣
命
書
助
詞
表
記
の
混
入
が
意
識
上
か
な
り
の
障
樽
を
伴
っ
て
い
た
た
め
に
、
敢

え
て
そ
れ
を
行
う
場
合
に
は
部
分
的
な
宣
命
書
の
利
用
な
ど
で
は
な
く
、
文
章
体
そ
の
も
の
の
混
清
と
で
も
い
う
べ
き
大
幅
な
書
記
体
の
変

質
を
求
め
ら
れ
た
の
に
違
い
な
い
。
極
く
僅
か
な
部
分
だ
け
に
で
も
宣
命
書
助
詞
表
記
を
含
み
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
漢
文
文
書
に
於
い
て

宣
命
書
助
詞
表
記
が
共
存
し
得
る
表
記
法
と
し
て
確
立
し
た
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
逆
に
、
漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の

仮
名
表
記
に
と
っ
て
進
化
の
体
を
示
す
も
の
と
い
う
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
、
草
体
の
仮
名
の
宣
命
書
が
急
速
に
衰
退
し
っ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て

漢
文
文
書
の
中
に
草
体
の
仮
名
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
寧
ろ
逆
で
、
確
か
に
宣
命
書
形
式
で
は
草
体
の
仮
名
が
見
え
な
く

な
る
が
、
大
書
に
よ
っ
て
、
平
仮
名
の
混
入
は
増
え
る
一
方
で
あ
る
。
網
野
氏
は
二
一
世
紀
以
降
の
文
書
に
於
け
る
平
仮
名
使
用
の
顕
著
な

増
加
傾
向
に
つ
い
て
、
『
平
安
遺
文
』
『
鎌
倉
遺
文
』
や
特
定
の
文
書
群
か
ら
統
計
的
に
そ
れ
を
示
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
平
仮
名
主

体
表
記
の
文
書
の
増
加
と
平
仮
名
混
用
の
漢
文
文
書
の
増
加
と
が
二
塚
と
な
っ
て
平
仮
名
の
使
用
率
を
押
し
上
げ
て
い
る
。
漢
文
文
書
へ
の

平
仮
名
の
混
用
は
自
立
語
に
も
見
え
る
が
、
勿
論
助
詞
表
記
に
そ
の
例
は
多
い
。
こ
こ
に
漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
に
新
た
な

漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
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局
面
が
開
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
特
に
書
状
や
書
札
様
文
書
が
平
仮
名
の
混
用
に
関
し
て
、
他
の
種
類
の
文
書
に
先
ん
じ
て
い
た
こ
と
も
網

野
氏
の
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。

・
前
右
大
将
家
人
御
心
可
令
申
給
、
可
然
事
候
、
賓
大
師
叫
御
計
相
可
、
如
此
事
引
出
東
山
勾
引
候
め
れ
、
（
鎌
墾
建
久
三
八
二
九
二
）

※
御
教
書
）

・
抑
宗
先
生
宗
資
申
候
人
ハ
、
年
来
相
知
候
之
上
、
内
々
緑
候
刊
、
申
事
叫
候
到
、
未
入
見
参
之
由
中
天
、
付
友
景
幻
申
候
也
、
（
鎌
聾

正
治
二
　
八
一
二
〇
〇
）
※
書
状
）

万
葉
仮
名
・
片
仮
名
の
宣
命
書
に
よ
る
も
の
、
大
書
の
平
仮
名
に
よ
る
も
の
を
総
合
す
る
と
、
鎌
倉
時
代
の
漢
文
文
書
で
は
、
助
詞
を
明

示
し
た
文
書
の
現
れ
る
頻
度
が
平
安
時
代
よ
り
は
格
段
に
多
く
な
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
、
近
世
文
書
の
よ
う
に
、
漢
文
文
書
の

中
で
助
詞
を
仮
名
表
記
す
る
こ
と
が
規
範
的
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
例
え
ば
、
鎌
倉
時
代
初

期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
文
書
文
例
集
『
雑
筆
要
集
』
所
収
の
文
書
例
の
中
に
、
仮
名
に
よ
る
助
詞
の
表
記
を
含
む
も
の
が
一
つ

（9）

も
な
い
こ
と
か
ら
明
瞭
に
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
室
町
期
で
も
同
様
で
、
『
庭
訓
往
来
』
を
代
表
と
す
る
こ
の
時
期
成
立
の
往
来
物
で

も
助
詞
を
仮
名
表
記
す
る
こ
と
は
見
ら
れ
な
い
。
然
し
そ
う
し
た
規
範
意
識
は
あ
り
な
が
ら
、
一
方
で
現
実
の
文
書
で
は
、
仮
名
に
よ
っ
て

助
詞
を
明
記
す
る
こ
と
の
増
加
・
定
着
の
傾
向
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仮
名
文
書
の
勢
力
が
漸
増
す
る
の
に
伴
っ
て
、

漢
文
文
書
と
仮
名
文
書
と
の
境
界
線
そ
の
も
の
が
曖
昧
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
　
－
　
ま
た
、
中
世
後
期
以
降
の
国
語
書
記
全
体

に
亘
っ
て
の
片
仮
名
宣
命
体
の
衰
退
傾
向
も
あ
っ
て
　
－
、
万
葉
仮
名
・
片
仮
名
宣
命
書
に
よ
る
助
詞
表
記
が
次
第
に
力
を
失
い
、
近
世
に

は
大
書
の
平
仮
名
に
よ
る
助
詞
表
記
が
そ
れ
を
凌
ぐ
に
至
る
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
近
世
の
漢
文
文
書
で
も
片
仮
名
宣
命
書
に

よ
る
助
詞
表
記
は
ま
ま
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
助
詞
の
も
っ
と
も
標
準
的
な
表
記
法
た
り
得
た
も
の
は
無
か
っ
た
。



三
、
助
詞
表
記
「
仁
」
の
定
型
化
と
衰
退

次
に
、
以
上
に
述
べ
た
漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
表
記
の
流
れ
を
前
提
と
し
て
、
万
葉
仮
名
宣
命
書
「
仁
」
字
の
問
題
に
つ
い
て
特
に
考

え
て
み
た
い
。

助
詞
「
に
」
の
表
記
と
し
て
の
「
仁
」
字
の
例
が
見
え
始
め
る
の
は
平
安
期
か
ら
の
こ
と
だ
が
、
殊
に
中
世
に
入
っ
て
そ
の
例
が
目
立
つ

よ
う
に
な
る
。
尤
も
、
助
詞
「
に
」
の
表
記
に
は
他
に
次
の
よ
う
な
例
も
あ
っ
た
。

孟
今
及
年
老
毛
、
難
知
旦
幕
間
、
依
烏
嫡
女
藤
井
氏
女
叫
件
田
地
等
之
相
副
本
券
文
等
、
限
永
代
、
所
譲
与
費
也
、
（
百
メ
1
1
1
・

寛
喜
三
八
一
二
三
）
〔
鎌
轡
）

，
而
今
直
依
有
要
用
候
、
銭
J
埋
武
貫
文
限
永
年
、
寅
殿
壷

－
渡
所
明
白
也
、
（
百
ヒ
1
4
－
4
・
弘
安
二
〈
一
二
七
九
〉
〔
鎌
響

こ
の
う
ち
、
「
ニ
」
字
に
よ
る
表
記
は
必
ず
し
も
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
室
町
期
の
一
五
世
紀
に
至
る
ま
で
は
何
と
い
っ
て
も
「
仁
」

字
に
よ
る
表
記
が
主
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
以
降
そ
の
時
期
ま
で
の
漢
文
文
書
に
強
く
定
着
し
た
表
記
で
あ
っ
た
こ
の
「
仁
」
字
の
用
例
は
、

示
そ
う
と
す
れ
ば
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
以
下
に
年
代
を
追
っ
て
若
干
を
示
す
。

・
右
件
所
帯
名
田
島
桑
原
等
者
、
開
発
之
私
領
也
、
而
永
息
男
爵
包
匂
所
譲
給
之
状
如
件
、
（
百
ヰ
5
と
・
承
徳
二
〈
一
〇
九
八
〉
〔
平
坤
∵

案
）
・
右
件
荒
野
漆
嶋
種
次
田
、
限
永
年
所
括
渡
候
也
、
仇
烏
後
日
沙
汰
、
括
券
如
件
、
（
平
聖
長
軍
二
〈
＝
六
五
〉
）

・
而
今
依
有
直
要
用
、
銭
参
拾
董
貫
文
月
限
永
代
、
自
正
光
之
手
、
伊
等
殿
旦
活
却
進
虞
賓
也
、
（
百
ヱ
3
－
2
重
苦
三
〈
三
一
≡

〔
鎌
轡
）

・
而
依
有
直
要
用
、
現
銭
拾
董
貫
文
q
限
永
代
、
相
副
手
継
本
券
、
父
等
井
上
房
大
武
竪
者
御
房
q
所
奉
活
却
宴
也
、
（
百
力
竿
2
・

延
慶
三
八
一
三
〓
○
）
〔
鎌
馴
但
シ
白
河
本
〕
）

漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
の
変
遷
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二
〇
二

・
右
下
地
q
お
い
て
者
、
け
ん
き
の
御
房
q
永
く
さ
り
わ
た
し
申
候
上
者
、
い
さ
ゝ
か
何
事
に
て
も
候
へ
、
い
ら
ん
わ
つ
ら
ひ
を
申
ま

し
く
候
、
（
百
カ
7
2
－
1
・
至
徳
四
八
一
三
八
七
）
）

・
錐
然
依
有
直
要
用
、
直
銭
陸
貫
文
q
相
副
手
継
謹
文
武
通
、
東
寺
　
八
幡
宮
掃
除
御
領
日
水
代
奉
責
寄
進
之
虞
也
、
（
百
ユ
7
9
－
1
・

宝
徳
二
　
八
一
四
五
〇
）
）

「
仁
」
字
は
、
助
詞
「
に
」
自
体
の
職
分
が
広
い
の
に
加
え
て
、
特
に
譲
状
や
売
券
で
、
土
地
の
譲
渡
先
や
金
額
を
表
す
と
き
の
助
詞
の

表
記
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
用
例
が
多
い
の
で
あ
る
。
「
に
」
は
文
書
文
体
の
中
で
特
に
必
要
と
さ
れ
る
度
合
い
の
高
い
助
詞
で

あ
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
為
に
表
記
の
定
型
化
も
促
進
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
定
着
度
の
高
さ
は
、
仮
名
交
じ
り
の
文
書
に
於

い
て
も
例
の
見
え
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
（
百
カ
7
2
－
1
）
。
ま
た
、
挙
げ
た
例
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
仁
」
字
に
よ
る
助
詞
表
記
は
、

他
に
助
詞
の
仮
名
表
記
を
含
ま
な
い
文
書
に
こ
の
表
記
だ
け
が
特
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
「
仁
」
字
表
記
が
中
世
の
漢

文
文
書
の
中
で
如
何
に
定
型
化
し
た
表
記
法
で
あ
っ
た
か
を
示
す
証
左
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
よ
う
に
、
ま
だ
多
か
っ
た
自

立
語
等
の
仮
名
表
記
を
全
く
含
ま
な
い
文
書
に
於
い
て
、
平
仮
名
を
一
切
交
え
な
い
表
記
体
を
実
現
す
る
た
め
に
　
ー
　
平
仮
名
の
混
用
が
一

般
化
し
っ
つ
あ
る
中
に
あ
っ
て
も
、
規
範
的
に
は
そ
う
で
な
い
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
　
ー
　
必
要

度
の
高
い
助
詞
「
に
」
　
に
関
し
て
だ
け
万
葉
仮
名
＝
漢
字
に
よ
る
表
記
を
定
型
化
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
漢
文
文
書
の
世
界
に
強
く
定
着
し
た
「
仁
」
字
表
記
は
、
一
五
世
紀
後
半
頃
以
降
を
境
に
急
速
に
用
例
を
見
出
し

に
く
く
な
る
。
そ
し
て
、
中
世
文
書
で
「
仁
」
字
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
略
体
仮
名
「
ニ
」
字
が
、
近
世
文
書
で
は
助
詞
「
に
」
　
の
表
記
法

と
し
て
専
ら
と
な
り
、
「
仁
」
字
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

中
世
末
期
の
文
書
に
於
い
て
、
「
仁
」
字
が
衰
退
し
っ
つ
あ
っ
た
理
由
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
あ
く
ま
で
書
記
史
的
な
理
由
に
絞
っ
て
考
え

て
み
る
と
、
次
の
点
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
、
助
詞
「
に
」
に
、
「
に
て
」
「
に
は
」
「
に
も
」
な
ど
の
助
詞
複
合
形
の
用
例
の
多
い
こ
と

で
あ
る
。
「
て
」
や
「
は
」
は
近
世
文
書
で
も
正
訓
字
表
記
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
「
も
」
　
に
は
「
茂
」
と
い
う
新
た
な
宛
字
表
記
　
（
大



書
）
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
例
え
ば
「
天
」
「
波
」
「
毛
」
と
い
っ
た
こ
れ
ら
の
助
詞
の
万
葉
笠
旦
命
書
は
、
自
ず

か
ら
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
仁
」
ほ
ど
に
は
漢
文
文
書
の
世
界
で
定
着
し
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
複
合
形
を
あ
く

ま
で
宣
命
書
で
表
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
「
仁
て
、
仁
テ
」
「
仁
ハ
、
仁
ハ
、
仁
者
」
「
仁
も
、
仁
モ
、
仁
茂
」
の
よ
う
に
万
葉
．

1
名
と
平
仮
名
・
片

賃
或
い
は
正
訓
字
・
大
草
と
い
う
異
質
な
も
の
の
組
み
合
わ
せ
に
な
。
、
些
か
の
違
和
感
を
伴
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
仮
名

文
書
の
影
響
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
漠
文
体
を
基
調
と
し
た
文
書
の
中
に
自
立
語
の
仮
名
表
記
の
例
が
益
々
増
え
る
と
、
そ
れ
に
対
し
て

助
詞
「
に
」
の
続
く
例
も
多
く
な
る
。
先
に
挙
げ
た
育
カ
7
1
の
例
の
場
合
は
、
仮
名
書
き
の
語
が
「
仁
」
字
に
後
接
す
る
か
ら
許
容
さ

れ
た
が
、
撃
で
あ
る
「
仁
」
字
の
前
に
は
仮
名
書
き
の
語
を
置
き
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
第
一
、
助
詞
に
ま
で
敢
え
て
撃
を
用
い
て
純
漢

字
文
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
場
面
が
少
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
平
仮
名
の
混
用
の
増
加
に
伴
う
現
象
が
、
漢
文
文

書
が
次
第
に
「
仁
」
字
表
記
を
忌
避
す
る
方
向
へ
進
む
よ
う
作
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
漢
文
的
措
辞
の
崩
壊
の
進
行
に
伴

っ
て
、
即
ち
、
補
語
と
動
詞
と
を
国
語
の
語
順
通
。
に
表
記
す
る
場
面
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
、
助
詞
「
に
」
の
明
示
化
の
必
要
性
は
益
々

高
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
以
前
か
ら
漢
文
文
書
・
仮
名
文
書
と
も
に
例
の
あ
っ
た
略
体
の
仮
名
「
ニ
」
に
よ
る
表
記
が
こ

れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
ニ
」
字
が
「
仁
」
字
に
交
替
し
得
た
の
は
、
片
仮
名
宣
命
書
が
力
を
持
っ
た
中

世
と
、
平
仮
名
字
体
に
よ
る
助
詞
表
記
が
主
で
あ
る
近
世
と
間
の
変
化
を
、
そ
の
字
形
の
共
通
性
に
よ
っ
て
乗
。
切
っ
た
た
め
で
あ
る
と
言

え
よ
う
か
。

四
、
漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
表
記
「
江
」
の
出
現
と
そ
の
周
辺

次
に
、
近
世
文
書
で
盛
ん
と
な
っ
た
、
宣
命
書
の
「
江
」
字
に
よ
っ
て
助
詞
「
へ
」
を
表
記
す
る
こ
と
が
現
れ
る
の
は
い
つ
頃
か
ら
な
の

＊か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

但
し
そ
の
前
に
、
漢
文
文
書
の
文
体
と
助
詞
「
へ
」
の
関
係
そ
の
も
の
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
元
来
助
詞
「
へ
」
は
必

漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
の
変
遷

二
〇
三
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二
〇
四

ず
L
も
漠
文
体
と
は
あ
ま
り
親
和
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
例
え
ば
築
島
裕
氏
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
に
於
い
て
は

（10）

助
詞
「
へ
」
の
用
い
ら
れ
た
例
が
稀
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
元
来
変
体
漠
文
体
で
は
助
詞
「
へ
」
の
用
例
自
体
普
通

で
あ
る
筈
が
な
く
、
先
に
挙
げ
た
東
4
1
7
1
の
例
は
、
平
安
期
の
漢
文
文
書
に
於
け
る
例
と
し
て
数
少
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も

助
詞
「
へ
」
は
職
能
の
限
ら
れ
た
助
詞
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
助
詞
「
に
」
の
領
分
を
浸
食
す
る
ま
で
に
用
途
を
拡
大
す
る
の
は
院
政
期
以
降

（

1

1

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
石
垣
謙
二
氏
や
青
木
怜
子
氏
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
変
体
漢
文
に
助
詞
表
記
の
「
江
」
字
が

見
え
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
こ
の
よ
う
な
文
法
史
的
事
実
1
そ
し
て
勿
論
ハ
行
転
呼
音
の
完
成
と
い
う
音
韻
史
的
事
実
も
ー
が
前
提
と

＊

し
て
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
江
」
字
が
定
着
す
る
以
前
の
漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
「
へ
」
の
表
記
法
に
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
複

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

2

）

数
の
も
の
が
あ
っ
て
、
「
江
」
字
に
落
ち
着
く
ま
で
に
は
更
に
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。

n
X
U

・
守
護
所
可
ハ
、
両
度
錐
遣
状
候
、
無
返
事
に
候
、
（
百
エ
1
0
・
文
永
二
　
八
一
二
七
四
）
〔
鎌
型
）

・
右
田
地
者
、
忍
阿
重
代
相
博
之
地
ト
シ
テ
、
毎
年
遣
四
数
右
京
御
方
息
下
備
進
之
、
（
百
ヱ
1
6
6
－
6
・
建
武
四
八
三
一
三
七
）
）

＊

さ
て
、
助
詞
表
記
の
宣
命
書
「
江
」
字
の
実
例
と
し
て
は
筆
者
の
知
る
に
及
ん
だ
限
り
で
は
、
次
の
例
が
格
段
に
早
い
。

・
於
正
文
者
、
大
神
氏
惣
領
宮
守
所
持
也
、
公
儀
田
出
帯
之
時
者
、
何
時
可
蒙
仰
候
、
薦
末
代
封
裏
寓
所
進
也
、
（
平
響
永
仁
三
八
一
一

九
五
）
・
案
）

こ
こ
に
示
し
た
資
料
（
益
永
文
書
「
八
幡
宇
佐
官
女
禰
宜
大
神
安
子
等
解
案
」
）
は
、
元
暦
二
年
の
解
文
の
案
文
に
対
し
、
永
仁
三
年
に
裏
を
封
＊

じ
た
も
の
を
更
に
後
代
に
写
し
た
案
文
書
で
あ
る
。
も
し
こ
の
案
文
が
原
文
書
の
表
記
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
な
ら
ば
、
宣
命
書
の
「
江
」

字
に
よ
る
助
詞
「
へ
」
の
表
記
と
し
て
か
な
り
早
い
例
に
な
る
が
、
些
か
疑
問
も
残
る
。
現
物
の
調
査
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
確
言
は
出
来

な
い
が
、
「
仁
」
と
の
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
写
か
、
或
い
は
書
き
換
え
の
可
能
性
も
大
き
い
よ
う
に
思
う
。
従
っ
て
、
こ
の
例
に
つ
い
て
は

保
留
し
て
お
く
方
が
安
全
で
あ
る
。

＊

こ
れ
を
除
外
す
れ
ば
、
宣
命
書
の
「
江
」
字
に
よ
る
助
詞
「
へ
」
の
表
記
の
確
例
は
一
五
世
紀
半
ば
の
資
料
か
ら
見
え
始
め
る
よ
う
で
あ



＊

る
。
即
ち
、
「
仁
」
字
に
よ
る
助
詞
「
に
」
の
表
記
が
衰
退
し
て
い
く
の
と
重
な
。
合
う
時
期
に
、
「
臣
字
に
よ
る
助
詞
「
へ
」
の
表
記
が

始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
次
の
第
】
・
二
例
は
、
同
「
文
書
内
に
両
方
を
含
み
、
図
ら
ず
し
て
そ
の
過
渡
的
段
階
を
端
的
に
示

し
て
い
る
。
・
右
彼
田
作
職
者
、
浄
聴
法
眼
錐
令
知
行
、
萱
期
之
後
、
烏
預
御
訪
仁
、
相
副
支
謬
五
通
奉
寄
進
東
寺
西
院
叫
永
代
者
也
、
（
百
リ
1
6
5

－
1
・
康
正
二
（
一
四
五
六
）
）

・
然
先
年
憑
下
桂
地
下
人
、
今
堂
口
与
申
在
所
仁
大
河
劇
堀
通
新
溝
西
庄
井
手
下
仁
立
新
井
手
託
、
（
百
ヲ
聖
明
応
四
〈
一
四
九
五
〉
）

・
如
差
図
日
南
大
門
、
八
幡
宮
晋
有
御
社
参
候
、
自
其
賓
相
寺
叫
可
鳥
御
成
候
、
（
百
ア
m
∵
永
正
五
〈
一
五
〇
八
〉
）

こ
の
「
仁
」
字
の
消
滅
と
「
江
」
字
の
発
生
が
時
期
的
に
重
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
偶
然
以
上
の
関
係
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
助
詞

＊

＊

「
に
」
と
助
詞
「
へ
」
の
用
法
の
共
通
性
に
加
え
、
「
江
」
字
に
よ
る
助
詞
表
記
の
成
立
が
宣
命
書
の
「
仁
」
字
か
ら
の
影
響
を
多
か
れ
少
な

か
れ
受
け
て
成
り
立
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
点
に
も
よ
る
。
先
ず
、
注
に
述
べ
た
よ
う
に
仮
名
文
書
に
於
け
る
助
詞
「
へ
」

＊

表
記
は
通
常
の
平
仮
名
「
へ
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
「
江
」
字
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
表
記
が
仮
名
文
書
の
影
響
で
成

立
し
た
可
能
性
は
排
除
で
き
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
近
世
漢
文
文
書
の
定
型
的
助
詞
表
記
の
中
で
明
ら
か
な
宣
命
書
の
方
法
を
採
る
の
は

＊

「
而
」
「
与
」
「
江
」
の
三
字
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仮
名
・
宛
字
に
よ
る
助
詞
表
記
の
中
で
宣
命
書
を
採
る
も
の
は
「
江
」
字
た
だ
三

＊

と
言
う
こ
と
に
な
る
。
近
世
文
書
に
な
っ
て
新
た
に
生
じ
た
宛
字
的
助
詞
表
記
と
考
え
ら
れ
る
「
茂
」
字
の
場
合
に
は
、
宣
命
書
に
な
ら
な

か
っ
た
。
「
江
」
と
「
茂
」
と
の
違
い
は
、
そ
の
発
生
時
期
に
宣
命
書
が
ど
れ
だ
け
生
き
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
そ
し
て
ま

＊

＊

た
「
江
」
字
が
発
生
し
た
と
き
に
最
も
勢
い
の
あ
っ
た
宣
命
書
は
「
仁
」
字
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
用
法
や
字
形
の
類
似
か
ら
し
て
も
、
「
江
」

＊

字
の
発
生
に
「
仁
」
字
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
得
る
蓋
然
性
は
高
い
。
因
み
に
、
「
而
」
や
「
与
」
は
近
世
文
書
で
明
瞭
に
宣
命
書
に
さ
れ

る
が
、
こ
れ
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
漢
文
的
な
用
法
か
ら
脱
し
て
国
語
助
詞
「
て
」
「
と
」
と
同
化
す
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
宣
命
書
と
い
う
方
法
は
、
ど
の
時
代
で
も
漢
文
中
に
あ
っ
て
そ
れ
が
助
詞
表
記
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
積

漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
の
変
遷
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極
的
に
保
証
す
る
の
に
非
常
に
都
合
の
良
い
表
記
方
式
で
あ
っ
た
。

＊

で
は
、
「
仁
」
字
の
衰
退
に
対
し
て
、
「
江
」
字
が
こ
れ
以
降
定
着
し
て
い
く
理
由
は
ど
う
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
字
の
「
仁
」
字

と
異
な
る
特
徴
に
、
決
し
て
楷
書
体
で
は
書
か
れ
な
い
と
い
う
点
が
あ
る
。
そ
の
点
で
、
強
く
万
葉
仮
名
た
ら
ん
と
主
張
し
て
い
る
「
仁
」

字
と
は
大
き
く
性
格
が
異
な
る
。
こ
の
字
に
は
、
中
世
ま
で
主
と
し
て
文
書
の
世
界
で
平
仮
名
字
体
と
し
て
用
い
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
一
方
、

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
中
世
末
期
以
降
次
第
に
平
仮
名
体
系
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
行
・
草
書

＊

体
の
「
江
」
字
は
中
世
末
期
・
近
世
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
平
仮
名
の
よ
う
で
も
あ
り
、
平
仮
名
で
な
い
よ
う
で
も
あ
る
と
い
う
、
両
面
性

を
併
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
当
時
の
変
体
漢
文
に
適
応
し
た
助
詞
表
記
と
し
て
こ
の
表
記
を
成
り
立
た
せ

る
基
盤
と
な
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

中
世
文
書
の
助
詞
の
宣
命
書
と
平
仮
名
性
・
漢
字
性
と
の
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
世
に
な
っ
て
生
じ
た
も
う
一
つ
の
宣
命
書
助
詞

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

表
記
「
於
」
字
を
併
せ
見
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
「
於
」
は
、
「
仁
」
よ
り
は
遅
く
、
「
江
」
よ
り
は
早
く
発
生
し
て
、
中
世
末
期
ま
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。

・
仇
件
田
令
寄
進
湯
田
天
爵
伊
与
五
師
之
沙
汰
、
湯
珂
一
日
令
勒
仕
候
間
、
□
五
師
法
隆
寺
二
畠
蘭
持
天
候
け
る
坤
湯
田
に
立
替
天
、
此

田
卿
は
、
東
大
寺
聖
に
弁
阿
蘭
陀
価
と
申
者
二
令
括
却
候
了
、
（
鎌
3
7
0
5
・
安
貞
元
八
一
二
二
七
）
頃
カ
）

・
錐
然
、
依
有
直
要
用
、
字
鶴
御
前
仁
、
限
永
年
坤
相
副
本
穿
二
通
、
所
責
渡
進
、
在
地
明
白
也
、
（
鎌
禦
正
和
五
八
三
一
六
）
）

＊

詳
し
い
論
証
は
別
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
「
於
」
字
が
例
に
挙
げ
た
時
期
に
な
っ
て
漢
文
文
書
の
助
詞
表
記
と
し
て
定
着
し
て
く
る
の

は
、
変
体
漢
文
措
辞
の
和
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
書
記
の
上
で
の
動
詞
－
目
的
語
間
の
倒
置
が
衰
退
し
っ
つ
あ
っ
た
た
め
、
助
詞
「
を
」
の
＊

明
示
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
考
え
ら
れ
、
助
詞
の
表
記
そ
の
も
の
の
問
題
で
は
な
い
。
「
仁
」
字
表
記
が
「
於
」

字
表
記
に
比
べ
て
早
く
か
ら
現
れ
る
の
は
、
助
詞
「
に
」
が
表
す
も
の
が
補
語
以
外
の
多
岐
に
も
亘
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
助

＊

詞
「
を
」
の
明
示
化
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
、
宣
命
書
の
「
於
」
字
（
字
形
と
し
て
は
現
行
平
仮
名
字
体
「
お
」
と
同
様
に
書
か
れ
る
）
に
よ
る



表
記
が
成
立
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
知
で
は
、
こ
の
字
が
中
世
の
文
書
世
界
に
あ
っ
て
純
粋
に
平
仮
名
体
系
に
属
す
る
文
字
と
は
考
え

（13）

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
平
仮
名
宣
命
書
は
衰
退
し
て
お
り
、
新
た
に
純
然
た
る
平
仮
名
宣

命
書
を
生
み
出
す
余
地
は
な
か
っ
た
箸
で
あ
る
し
、
も
し
そ
れ
が
可
能
な
ら
ば
前
代
に
例
の
見
え
る
「
を
」
を
用
い
れ
ば
良
か
っ
た
。
そ
の

一
方
で
、
平
仮
名
の
混
入
が
増
え
る
状
況
で
、
新
た
に
楷
書
的
万
葉
仮
名
の
表
記
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
「
乎
」
や
「
遠
」

＊

な
ど
で
な
く
楷
書
体
の
「
於
」
で
も
な
く
、
「
於
」
が
選
ば
れ
た
の
に
は
、
他
の
字
と
こ
れ
と
の
違
い
を
考
え
る
に
、
こ
の
字
の
平
仮
名
性
の

残
存
が
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
近
世
に
入
る
と
文
書
と
文
学
等
書
写
と
の
二
つ
の
平
仮
名
体
系
の
境
界
が
明
際
で
な
く

な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
文
書
の
世
界
で
も
「
お
」
字
形
が
平
仮
名
と
し
て
の
力
を
盛
り
返
し
た
と
考
え
ら
れ
、
漢
字
性
が
希
薄
と
な
っ
て
こ

（14）
の
字
は
宣
命
書
に
使
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
。
近
世
文
書
で
は
助
詞
「
を
」
は
多
く
の
場
合
大
書
の
平
仮
名
「
を
」
で
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
於
」
字
の
宣
命
書
助
詞
表
記
は
、
文
書
の
世
界
で
「
於
」
の
草
体
「
お
」
の
平
仮
名
性
が
や
や
希
薄
に
な
り
、
漢
字
性
を

＊

強
め
た
一
時
期
に
の
み
あ
。
得
た
表
記
法
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
中
世
に
な
っ
て
新
た
に
生
じ
た
宣
命
書
助
詞
表
記
に
於
い
て
は
当
該
字
の

＊

平
仮
名
性
と
漢
字
性
の
両
立
が
要
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
て
取
れ
る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
言
え
ば
、
「
江
」
字
は
そ
の
後
も
仮
名
字
体
と
し
て

再
び
力
を
持
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
近
世
期
を
通
じ
て
助
詞
表
記
と
し
て
定
着
し
得
、
極
度
に
和
化
の
進
ん
だ
書
記
体
の
中
で
漢
文

性
を
支
え
る
要
素
と
し
て
機
能
し
続
け
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五

、

ま

と

め

以
上
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
漢
文
文
書
の
書
記
史
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
法
の
性
格
の
変
遷
を
纏
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
変

体
漢
文
史
の
出
票
は
当
然
、
仮
名
・
宛
字
の
よ
う
な
も
の
に
よ
る
助
詞
表
記
法
を
含
ま
な
い
形
で
あ
る
。
和
化
の
進
行
や
書
記
を
必
要
と

す
る
層
の
拡
大
に
よ
り
、
漢
文
的
措
辞
で
は
表
現
し
に
く
い
格
関
係
・
接
続
関
係
や
係
助
詞
・
副
助
詞
的
な
も
の
を
中
心
に
、
宣
命
体
に
よ

漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
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っ
て
開
発
さ
れ
た
助
詞
表
記
法
の
混
入
が
許
容
さ
れ
て
く
る
。
漢
文
文
書
中
の
助
詞
の
仮
名
表
記
法
は
、
①
仮
名
の
字
種
（
万
葉
仮
名
・
草
体

仮
名
・
省
画
仮
名
／
平
仮
名
・
片
仮
名
）
、
②
表
記
様
式
（
宣
命
書
・
大
書
）
の
二
つ
の
基
準
に
よ
っ
て
分
類
で
き
る
。
漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞

の
仮
名
表
記
の
最
初
の
段
階
は
、
手
本
を
、
同
じ
漢
字
文
に
属
す
る
宣
命
体
に
し
か
求
め
得
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
表
記
様
式
は
全
て
宣
命

書
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
字
種
は
万
葉
仮
名
に
な
り
そ
う
だ
が
、
借
用
の
始
ま
っ
た
時
期
に
は
宣
命
体
で
も
宣
命
書
部
分
に
は
三
様
の
字

種
が
交
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
　
－
　
そ
れ
が
何
故
な
の
か
は
今
後
の
大
き
な
課
題
だ
が
　
－
、
漢
文
文
書
で
も
同
様
の
状
態
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
院
政
期
を
過
ぎ
て
中
世
に
入
る
と
一
般
に
宣
命
書
は
片
仮
名
が
主
流
と
な
っ
て
く
る
。
一
方
で
文
書
の
世
界
で
は
平
仮
名
文
書
の
影
響

力
が
伸
張
し
て
く
る
た
め
に
、
漢
文
文
書
で
も
平
仮
名
－
大
書
の
方
法
が
新
た
に
現
れ
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
ま
だ
純
漢
字
文
へ

の
志
向
は
強
く
、
そ
れ
が
故
に
万
葉
仮
名
－
宣
命
書
の
「
仁
」
字
が
、
文
書
で
特
に
用
途
の
多
い
助
詞
「
に
」
の
表
記
と
し
て
定
着
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
文
文
書
へ
の
仮
名
の
流
入
は
益
々
盛
ん
に
な
り
、
従
っ
て
漢
字
文
と
仮
名
文
と
の
間
の
意
識
上
の
懸
隔
は
縮
ま
る
一
方
で
あ

っ
た
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
表
記
の
常
と
し
て
、
テ
ニ
ヲ
ハ
こ
そ
仮
名
が
受
け
持
つ
領
分
の
筆
頭
で
あ
っ
た
か
ら
、

「
仁
」
字
は
そ
こ
に
生
き
残
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
。
そ
し
て
と
う
と
う
、
平
仮
名
1
大
書
の
方
法
が
宣
命
書
と
い
う
表
記
様
式
を
凌
ぐ

に
至
る
の
で
あ
る
。
近
世
漢
文
文
書
に
於
い
て
、
終
助
詞
を
除
く
正
訓
字
表
記
が
定
型
化
し
て
い
る
助
詞
（
之
・
者
・
与
・
而
）
は
、
又
同
時

に
平
仮
名
表
記
を
も
多
用
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
た
い
。

そ
れ
で
も
一
方
で
は
、
宣
命
書
と
い
う
表
記
様
式
は
、
漢
字
文
の
中
に
用
い
て
そ
れ
が
テ
ニ
ヲ
ハ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
視
覚
的
に
明
示

す
る
方
法
と
し
て
便
利
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
そ
れ
は
時
代
を
超
越
し
た
特
長
で
あ
っ
て
、
中
世
末
・
近
世
の
漢
文
文
書
書
記
に
と

っ
て
も
、
出
来
れ
ば
有
効
に
利
用
し
た
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
事
実
「
与
」
字
や
「
而
」
字
の
助
詞
専
一
表
記
化
に
利
用
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
中
世
後
期
以
降
に
あ
っ
て
は
、
仮
名
表
記
で
宣
命
書
を
用
い
よ
う
と
す
れ
ば
、
平
仮
名
は
宣
命
書
と
結
び
つ
け
に
く

い
、
他
方
、
助
詞
の
万
葉
仮
名
衷
記
・
片
仮
名
表
記
は
平
仮
名
交
じ
り
文
と
は
融
合
し
に
く
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
す
る
。
そ
こ
に
、



＊

　

　

　

　

＊

「
於
」
や
「
江
」
の
よ
う
な
漢
字
性
と
平
仮
名
性
を
併
せ
持
っ
た
文
字
に
よ
る
宣
命
書
助
詞
表
記
こ
そ
が
新
た
に
生
じ
得
た
理
由
、
そ
し
て

＊
「
於
」
字
表
記
が
結
局
滅
び
た
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
先
に
平
仮
名
字
体
と
し
た
近
世
漢
文
文
書
の
「
ニ
」
「
へ
」

も
、
こ
れ
が
片
仮
名
字
体
と
同
形
で
あ
り
、
平
仮
名
文
で
も
右
寄
せ
小
書
き
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
平
仮
名
性
と
片
仮
名
性
の
両

立
と
な
っ
て
、
複
数
あ
る
平
仮
名
字
体
の
中
か
ら
こ
れ
が
選
択
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
生
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注（1）
（2）
（3）

（4）（5）（6）

（7）

例
え
ば
、
実
際
の
候
文
資
料
で
は
、
中
世
以
前
の
漢
文
文
書
資
料
と
異
な
っ
て
、
動
詞
に
対
し
て
目
的
語
・
補
語
を
国
語
の
語
順
と
は
逆
に
下
に

措
く
事
が
稀
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
資
料
で
は
そ
れ
が
屡
々
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

引
用
は
『
近
世
文
学
資
料
類
従
　
参
考
文
献
編
6
』
（
勉
誠
社
・
一
九
七
六
）
に
よ
る
。

二
音
節
以
上
の
助
詞
の
場
合
、
仮
名
や
一
音
節
助
詞
表
記
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
表
記
す
る
か
、
漢
字
二
子
に
よ
る
正
訓
字
的
な
表
記
或
い
は

宛
字
的
な
表
記
が
採
ら
れ
る
。
但
し
、
「
共
（
と
も
・
ど
も
）
」
な
ど
は
、
由
来
は
宛
字
に
遠
い
な
い
が
、
近
世
当
時
に
あ
っ
て
字
と
訓
の
結
び
つ
き

は
極
め
て
強
く
、
文
字
意
識
の
上
で
宛
字
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ど
う
か
に
つ
い
て
は
大
い
に
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
音
節
以
上
の
助
詞
に

関
し
て
は
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
除
外
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
へ
」
と
「
ニ
」
は
実
際
に
は
右
寄
せ
小
書
き
の
形
で
現
れ
る
事
が
多
い
が
、
平
仮
名
文
資
料
に
こ
れ
が
現
れ
た
と
き
に
も
同
じ
形
式
を
採
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
宣
命
書
で
は
な
く
大
書
に
分
類
す
る
。

「
ハ
」
と
「
ニ
」
は
平
仮
名
・
片
仮
名
同
形
で
あ
る
が
、
他
の
定
型
的
助
詞
表
記
の
中
に
積
極
的
に
片
仮
名
字
体
と
認
め
る
べ
き
も
の
の
な
い
こ

と
か
ら
し
て
、
候
文
資
料
に
見
え
る
こ
れ
ら
の
仮
名
字
体
は
平
仮
名
の
混
入
と
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

『
日
本
論
の
視
座
－
列
島
の
社
会
と
国
家
－
』
（
小
学
館
二
九
九
〇
）
所
収
「
日
本
の
文
字
社
会
の
特
質
」
。

『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
・
「
九
八
〇
）
の
影
印
に
よ
る
。
こ
の
資
料
の
表
記
に
つ
い
て
は
築
島
裕
氏
に
「
平
安
初
期
の

言
語
生
活
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
4
5
－
2
・
∵
九
六
八
・
二
）
、
『
平
安
時
代
語
新
論
』
（
東
京
大
学
出
版
会
・
∵
九
六
九
）
二
四
一
・
二
五
八
頁
、

『
国
語
の
歴
史
＝
同
・
「
九
七
七
）
≡
五
頁
以
下
、
の
各
論
が
あ
り
、
万
葉
仮
名
と
草
体
の
仮
名
の
混
用
の
宣
命
書
を
用
い
る
池
辺
本
『
修
善
講

漢
文
文
書
に
於
け
る
助
詞
の
仮
名
表
記
の
変
遷



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇

式
』
に
も
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
山
口
佳
紀
氏
は
「
高
山
寺
本
古
和
讃
集
の
研
究
」
（
『
高
山
寺
典
策
文
書
の
研
究
』
所
収
）
に
於
い
て
築
島

民
の
説
を
受
け
て
更
に
詳
し
い
考
察
を
加
え
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
拙
稿
「
高
山
寺
経
蔵
に
お
け
る
平
仮
名
資
料
の
生
態
－
中
古
・
中
世
に
お
け
る
－
」

（
『
平
成
十
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
』
一
九
九
九
・
三
）
　
で
も
こ
の
資
料
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

（
8
）
　
因
み
に
、
文
書
資
料
の
宣
命
書
に
於
け
る
省
画
の
仮
名
・
草
体
の
仮
名
の
混
用
の
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

（
マ
マ
）

・
東
寺
人
夫
仕
た
り
と
仰
之
候
事
、
其
さ
た
候
き
、
和
泉
囲
観
頂
之
夫
め
す
へ
け
れ
と
、
東
寺
之
夫
ヲ
可
仕
也
ト
仰
力
候
ひ
て
、
仕
テ
候
事
ハ

候
き
、
（
百
と
1
1
・
文
永
七
八
一
二
七
〇
）
〔
鎌
轡
）

し
か
し
こ
れ
は
『
古
和
讃
集
』
よ
り
時
代
が
下
り
、
し
か
も
大
書
の
平
仮
名
を
含
む
も
の
で
、
草
体
の
仮
名
の
宣
命
書
は
そ
れ
に
引
か
れ
た
も
の

と
も
考
え
ら
れ
、
や
は
り
こ
れ
も
同
一
に
扱
う
こ
と
の
出
来
る
資
料
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
9
）
　
こ
の
書
は
近
世
期
の
伝
本
し
か
持
た
な
い
が
、
筆
者
の
参
照
し
た
彰
考
館
本
・
続
群
書
類
従
本
・
丹
鶴
叢
書
本
の
三
本
で
は
何
れ
も
助
詞
を
表
記

し
た
例
を
有
し
な
い
。

（
1
0
）
　
『
平
安
時
代
語
新
論
』
五
五
二
頁
。

（
1
1
）
　
石
垣
謙
二
氏
『
助
詞
の
歴
史
的
研
究
』
　
（
岩
波
書
店
二
九
五
七
）
所
収
「
助
詞
『
へ
』
の
適
時
的
考
察
」
・
青
木
怜
子
氏
「
『
へ
』
と
『
に
』
　
の

消
長
」
　
（
『
国
語
学
』
　
2
4
二
九
五
六
・
三
）
。

（
1
2
）
　
因
み
に
、
仮
名
を
主
体
と
し
た
鎌
倉
時
代
文
書
で
は
、
助
詞
「
へ
」
の
表
記
は
「
へ
」
字
で
あ
る
。

・
L
を
の
こ
う
ち
お
ゝ
み
や
の
ち
い
そ
、
ほ
と
け
の
れ
う
の
か
た
に
、
せ
に
十
七
く
わ
ん
に
、
ゑ
は
と
の
可
う
り
わ
た
し
ま
い
ら
せ
お
わ
ぬ
、

（
百
ツ
5
－
7
・
建
仁
三
八
一
二
〇
三
）
〔
鎌
塑
）

・
槍
牧
の
庄
ハ
定
使
し
き
所
む
の
人
た
り
、
明
蓮
房
可
ゆ
つ
り
わ
た
す
、
と
し
こ
ろ
の
ま
ゝ
に
所
む
し
て
、
領
家
の
年
貢
預
所
得
分
と
も
に
、

枯
木
毒
可
さ
た
し
ま
い
ら
せ
ら
る
へ
し
、
（
百
ぬ
1
2
・
応
長
元
八
一
三
二
）
〔
鎌
野
）

0
－

（
1
3
）
　
拙
稿
「
『
平
仮
名
ら
し
さ
』
の
基
準
に
つ
い
て
ー
オ
の
仮
名
を
例
と
し
て
－
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
7
6
－
5
二
九
九
九
・
五
）
を
参
照
頂
き
た
い
。

＊

　

＊

（
望
　
中
世
に
於
け
る
、
文
書
の
平
仮
名
体
系
と
文
学
書
写
等
の
平
仮
名
体
系
の
違
い
は
、
例
え
ば
前
者
で
は
平
仮
名
字
体
「
江
・
於
」
を
多
く
用
い
、

後
者
で
は
「
え
・
お
」
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
区
別
に
端
的
に
見
ら
れ
る
。
近
世
で
は
文
書
で
も
「
え
・
お
」
が
多
く
用
い
ら
れ
る
一
方
、
平
仮
名

＊

と
し
て
の
「
江
」
が
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
現
象
と
し
て
は
文
書
の
平
仮
名
が
文
学
等
書
写
の
平
仮
名
体
系
に
取
り
込
ま
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。




